
1976年 2月 26日第三種郵便物認可（毎週 4回月曜・火曜・木曜・金曜発行）                             1976年 2月 25日第三種郵便物認可（毎週 4回月曜・火曜・木曜・金曜発行） 

2015年 9月 5日発行 ＳＳＫＯ 増刊通巻第 9077号                                                       2015年 9月 5 日発行 ＳＳＫＯ 増刊通巻第 9077 号 

  

                                 10                                                                             １   
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アディクションの本質？ 

特定非営利活動法人 栃木 DARC 
代表理事 栗坪千明 

 
回復支援とは薬物依存によって起きた結果を受け止め、その改善の手助けをすることだと思います。 
結果とはなにか。法律的には、違法薬物の使用は検挙され、売買資金は暴力団の資金源になります。

精神的に障害をきたし他人に迷惑をかけたり、自分自身の命を落としたり、命を落とさないまでも深

刻なダメージをもたらす場合があります。 
また社会的にも、薬物の効果や離脱症状によってはやる気が出ず、学校や仕事に行けなくなります。

また、薬代をつくるために借金や、犯罪を犯す場合もあります。 
私はこの仕事に就いて約１７年になります。その中で数多くの相談に乗ってきました。前述のよう

な表面的な問題が家族相談のきっかけになることが殆どです。しかし中にはアクティブな問題が存在

しない場合もあります。 
例えば、診察を受け処方された精神薬を服用していて（幾分過量気味）、たまに頭痛や気分が塞ぎ込

みがちになったときに市販薬を服用し、たまにアルコールも飲む。仕事は生活できるくらいのアルバ

イトを続けていて、ある程度休みは調整ができる。こういった場合家族は特に薬物を問題視しません。

むしろ本人が相談に来るケースが多いです。 
このような相談の場合、なぜ回復支援が必要かというところから考えていきます。特に大きな問題

は見当たらないからです。病院で出される薬や市販薬を服用してももちろん犯罪ではありません。そ

して保険も適用されるので経済的な問題も大きくなりません。自分の生活を自分で守るという点で社

会的責任は果たしています。では結果として何が問題なのか、ということになります。そして本人は

何に困って相談に来ているのかということです。これは本人にもはっきりとはわかっていません。 
なんとなくこれではいけないということ、生きていく希望がな

いということ。我々の世界でいうスピリチュアリティの部分に入

ります。 
実はここが一番重要なのではないかと思うのです。スピリチュ

アリティはわかりにくく、数値で現せませんが、人間の本質の部

分です。そしてこの部分の回復が一番大切で大変なのです。生き

る原動力である希望を失わせるものそれがアディクションの本質

なのではないかと、そう思います。 
 

栃木ダルク 
ニュースレター 第 149 号（2015，9,5） 
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編集 特定非営利活動法人栃木ＤＡＲＣ 
〒320-0014 

栃木県宇都宮市大曽 2-2-14 形松ビル 3Ｆ 

           TEL 028-650-5582 FAX 650-5597 

 

URL  http://www.t-darc.comE ﾒｰﾙ：nesm@t-darc.com 

 

9 月 
2 日 再乱用教育事業県北 
3 日 更生保護女性会県北第一プロック研修会 榛名女子学園薬物依存離脱指導 
4 日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 
7 日 黒羽刑務所薬物依存離脱指導 喜連川社会復帰促進センター施設見学（宇都宮 OP） 
8 日 J-MARPP アルコール関連問題研究会 
10 日 再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 榛名女子学園薬物依存離脱指導 
   県北家族教室 
11 日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 岡本台病院ケア会議 
    薬物依存臨床医師・看護等研修会 
12 日 女性刑務所問題を考える 
14 日 黒羽刑務所薬物依存離脱指導 ガイドポスト 
15 日 リカバリーメッセージ 再乱用防止教育事業県南 
16 日 宇都宮保護観察所プログラム 
17 日 再乱用防止教育事業県庁 
18 日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 法務省地域支援研究 
19 日 家族教室 再乱用防止教育事業県央 
24 日 再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 
25 日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 
27 日 家族会 BBQ 
28 日 東京保護観察所プログラム 
29 日 明徳会ダルクミーティング 

10 月 
1 日 大田原私立大田原中学校講演 
2 日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 女性施設交流会 
4 日 福祉まつり 10 周年記念 ANAK 講演 
5 日 黒羽刑務所薬物依存離脱指導 
6 日 首都圏会議 
7 日 首都圏会議 
8 日 再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 
9 日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 
10 日 家族教室 再乱用防止教育事業県央 
15 日 再乱用防止教育事業県庁 
16 日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 ダルク 30 周年記念フォーラム 
   明徳会ダルクミーティング 

http://www.t-darc.com/�
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暑い夏の農作業 PG 
那珂川 CF 主任 高田秀夫 

 暑い 8 月もようやく終わり大分過ごしやすくなってきましたが皆様におかれましてはいかがお

過ごしですか。 
 私は今年の 4 月から那珂川コミニュティーファームを担当することになりました。 
那珂川に来て早いもので半年が過ぎようとしていますがどうにか続けることができています。 
 現在那珂川コミニュティーファームでは 17 名の仲間達と共に生活を送っています。 
施設の隣にある星農園さんの協力、ご指導のもと農作業を中心にプログラムを行っており、現在

4 月に植え付けをした茄子の収穫作業や誘引作業等を行い、忙しい毎日を送っているところです。 
 農繁期の 6 月〜10 月終わりまでは、宇都宮アウトペーシェントから木曜日、那須トリートメン

トセンターから金曜日と毎週作業の応援に来てもらっている程、忙しく色々と遣ることが沢山あ

る状態です。 
 雑草の成長なども早く、放っておくことはできず畑周りの草刈りを行ったり、施設周りの草刈

りを行ったり、皆なで力を合わせてプログラムに励んでいるところです。 
 今年から茄子もハウス栽培に切り替わり作業を行っていますが、暑い時などはハウス内の温度

計が 50 度近く指すなど、ビックリするような暑さが続いていました。 
 そんな中でのハウス内作業は、サウナの中にいるような気持ちになることもあり熱中症予防の

ため、8 月から作業始まり時間を朝の 6:00〜8:00 までに切り替えたり、休憩を多く取ったり、ス

ポーツドリンクを作ったり、飲む錠剤の塩などを飲んだりしながら作業を行っていました。 
 幸い誰一人として熱中症で倒れてしまった仲間がいなかったのでホッと胸をなで下ろしている

ところです。 
 8 月後半何日かは、台風の影響もあったのか大分涼しく感じれる日もありましたね。 
もしかしたらこのまま夏も終わり、過ごしやすい日が続いてくれるのかな〜なんて思いもありま

したが、9 月に入ってからもまだまだ残暑も厳しい時が必ずあると思うので気を抜けないという

感じでいます。 
 今は、ただ早く暑い夏が過ぎてくれるのを皆なで願っているところです。 
そんな中、地域との関わりではボランティア活動等も行ったりしています。 
現在は、那珂川地区の神社の草刈りや、保育園の草刈りなどを行なっています。 
今後も地域との関わりを大切にし、依頼を受ければできる限り行っていきたいと思っています。 
 9 月には栃木ダルクのイベントで収穫祭を家族会の皆さんと合同で予定したり、10 月には、那

珂川町の 10 周年記念福祉祭で野菜販売、そして南那須保護区保護司会の皆さん、更生保護女性

会の皆さんとの交流会。 
12 月には年末の餅付きを予定した

りとまだまだ盛りだくさんです。 
 今後も那珂川コミュニティーフ

ァームでは色々と活動させていた

だきますのでご支援、ご指導の程宜

しくお願い致します。 
 

 

 

 

ウクレレフェスタ２０１５にて 
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『徒然なるままに』 

依存症のフルーチェ 
 皆さん、こんにちは。薬物依存症のフルーチェです。２回目のニューズレターになり

ます。猛暑も去って、そろそろ涼しくなってきました。前回のニューズレターのときは

那珂川で生活してました。ナスやら、大根やらジャガイモ etc...農作業をしていましたね。

ちょうど今頃はサマータイムで朝の５時に起床していたのを思い出します。 
 今は社会復帰施設の宇都宮でボランティアスタッフとして業務やメンバーと関わって

います。…しかし、１ヶ月半前にアルコールをスリップしてしまいました。那須の施設

に戻されると思いきや、首の皮一枚繋がってしぶとく宇都宮でスタッフをさせてもらっ

ています。宇都宮に移動してからは、かなり自由な生活で、ある日１人でインターネッ

トカフェに出掛けた時に、気づいたらビールやら缶チューハイを飲んでいました。あっ

という間でした。今思えば仲間と一緒に行動してれば防げた等、いくつかスリップしな

い選択肢を持っていればと思います。また、ネットカフェの側にはスーパーがあり、ス

ーパーでアルコールを購入してネットカフェで飲んでしまいました。滑ってはしまいま

したが、すぐに正直になれたこと。そこは誇っても良い所だと思います。それにしても

宇都宮の生活は誘惑が多いです。本命は覚せい剤ですが、いたるところに居酒屋がある

ので、よくお酒の欲求が入ります。通院している精神科の主治医にお酒を飲んでしまっ

た事を話したら「レグテクト」というお酒の欲求を抑えるお薬が処方されました。「レグ

テクト」のおかげなのかわかりませんが、そういえば最近お酒の欲求がありません。 
 自分は、高校を３度も行っています。１つ目の高校は大麻で退学となり、２つ目の高

校は傷害で退学になりました。１つ目の高校は、クラスメイトが大麻樹脂を持っていて、

興味本位から１０人くらいでトイレで吸引しようとしたのですが、たまたま教師がトイ

レの近くを歩いており、ライターの音に気がついてトイレの中で吸引しているところを

見つかり教師にバレてしまい退学になりました。退学したにもかかわらず、その後も何

回か大麻を吸っていました。２つ目の高校は、クラスメイトとプロレスごっこをしてい

て、自分が相手のおなかに軽くパンチしたら、それが原因でそのまま喧嘩になり、退学

になりました。当時、中卒であった自分は、高卒は非常に高学歴に思えたもので、高校

卒業は憧れでもありました。どうしても高校を卒業したかったのです。そして３つ目の

高校を受験し、１９才で再入学しました。定時制高校です。しかし、高校に入ったもの

のうまく自分を出し切れず、友達ができませんでした。給食の時間は特に辛く、１人で

食事をしていました。その場にいるには、本は必要不可欠でした。読書をしていないと

自分を保てなかったのです。そうして卒業するまで４年間１人で給食を食べました。 
 当時の自分は対人恐怖的であり、人間関係を上手に作れませんでした。高校３年生の

時には、当時もう手につけていた覚せい剤が再発し、学校へ通えなくなっていました。

ですがなんとかギリギリの単位で卒業することができました。 
 卒業できたのは心から本当に嬉しかったです。卒業したら、２３才でした。その後、

介護福祉の専門学校にも進学し、卒業を目指していましたが、人間関係を上手に構築で

きず、また１人で食事をするようになりました。勉強や課題も忙しくついていくことが

できず、中退してしまいました。今は、ダルクで人間関係の構築も上手にできるように

なり、楽しく生活しています。自分と向き合い、新しい生き方を学ばせてもらっていま

す。これも周りの仲間とハイヤーパワーのおかげです。 
 日々忙しい毎日ですが、社会復帰施設のプログラムを学んでリハビリに取り組んでい

ます。スタッフとしての業務も、これもまた社会に出るために必要な経験だと考えてい

ます。 

アセンションの道しるべ 

                            依存症のタカ 
 これは「自分が何者」で「人生とは何か」、「何のために自分が存在しているのか」を探す

旅のはじまり。自分にとって薬物に対して恐怖や抵抗を持つ知識以上に、使用に至る好奇心

や環境が整っていた。最初に使用したのは大麻。使用にあたって全くの抵抗感がなく音楽に

よく効果が表れると聞いていたので積極的に近づいていた。使った印象は味覚や聴覚によく

効果が表れ、解放感は酒のほうが強いけれど柔らかい心地よさがあるという感じだった。慢

性的に使用するようになったのは、自分の中に常に感じていた孤独感や虚無感を埋める為に

使うように変わっていた。どうしても他者との思考や溝が矛盾に悩む心の闇に照らすひとす

じの明かりを求めるように大麻の効果の虜になっていた。その中で友達付き合いも変化して

いった。「薬物より大切なもの」を発見するかしないかが分かれ道になっていたのは明白でし

た。もうひとつ自分に大きな影響を与えた薬物が、マジックマッシュルームなどの幻覚性精

神活性物質です。使用しているうちに、それらの物質を使用することで三次元以上の世界に

入りこむことができるようになり、視覚、聴覚、意識で高次元に存在と交流できるようにな

ると思っていました。（薬物と宗教体験に見られる幻覚、幻聴等に見られる変性意識の状態は

謎と真実を秘めているのかもしれませんがｗ） 
 私は２年前仕事上のトラブルから傷害事件を起こしました。薬物使用と精神障害が事件を

起こした要因になっていると判断され、強制入院することになりました。その処遇に納得が

いかず、入院中、心の中でずっと抵抗していました。事件を通して失ってしまったものを取

り戻そうと色々と焦っていました。その不安と焦燥感が自分で抱えきれなくなり、妻により

負担をかけさせてしまい、その事に目を向けるようになったのも妻が面会に来なくなり離婚

することが分かってからのことでした。すべてを失い無力な自分を感じたのもここからでし

た。失ってから大切なものに気付くことに自分の愚かさに腹も立ちましたが、新しい自分を

創りあげる為には全てを手放す必要があったと思います。そうならないと分かっていても何

かにしがみつこうとする自分がいたからです。入院生活で精神疾患や感情のコントロール等

について学び、今まで避けてきた自分の内面に目を向けることにしました。自分が何を大切

にし、何をおろそかにしてきたのか、原因を探すことも必要ですが、悪い結果、行動になら

ない為の選択も考えることも大切だと思いました。過剰なまでの自己犠牲で自傷行為をくり

返し、行き過ぎた信念で自らを縛り上げ、苦しみ悲しみに目も向けず、怒り、憎しみに変化

してしまった感情にフタをして知らんふりを続けていたことを第三者に告白した時の安堵感

は忘れません。自分にウソをつくことで問題を深刻にしていました。そんな自分自身に対し、

謝りたくなりました。行き場・やり場のない漂流者でした。 
 そして現在退院し、通院処遇を那須ＴＣで集団生活を送ることで自分の問題点に対し、対

処法をできるだけつくりあげ、依存性の少ない環境で精神衛生を学び、必要なものは適度に

摂る。そして自我の現れやすい状況や思考を理解することが薬物依存や精神疾患の対処につ

ながると思い、自分の行動を確かめたりしています。また仲間と生活することで疎外感や虚

無感に囚われることに悩まされずにいることが、他者を対比・類似・

因果で判断するのではなく受容・調和・共時性といった感受性を養い

相補性を深め、「万物はつながっている」ことに気づきました。事件を

通して自分を知ることが自覚に、自覚から自助に、自助から自愛にア

センションし、２元性を超えて合一性に統一される日がくるかもしれ

ません。その第一歩を踏み出した巡礼者になったのだと思います。 
 魂は不滅で天ノ川銀河帝国では地球という太陽系惑星で修業するこ

とが流行っているのかもしれないですねｗｗ 
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8 月の献金・献品 

（献金） 匿名 4 名様 

 (献品) 星一明様、株式会社大夢就労支援員関谷あけみ様、フードバンク宇都宮様  他匿 17 名様 

 とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています。 

献品のお願い 

・ 修了者の為の原付バイクがあれば頂きたいです。中古、多少壊れていても結構です。 

・ 修了予定者が多数の為。家具、家電（TV、洗濯機、冷蔵庫、電子レンジ、掃除機、ファンヒーター）等あれ

ばよろしくお願いします 

・ 那珂川 CF より農機具、タオル、スポーツ飲料の粉があれば宜しくお願いします。 

・ 中古パソコンがあればよろしくお願いします。 

・ 中古の乗らなくなった自転車等あれば宜しくお願いします。 

・ トレーニング器具（ダンベル、バーベル等）、その他の器具、あればよろしくお願いします。 

 

那須 TC   
・ タカ Stage１〜Stage２へ 
・ 新しい仲間 ショウ、ワディー、マークン 

那珂川 CF  
・ ハマハマ、ヤマト Stage２〜Stage３へ 
・ ノック Stage１〜Stage３へ 

宇都宮 OP  
・ ヤジ 宇都宮へ移動 
・ サクラ リーダーへ 

PP 
・該当者なし 

 
 

 
 

 
  
    
 

 

・ ウクレレフェスタ 2015 にて検品を下さった皆様。この場を借り

てお礼をさせていただきます。ありがとうございました。 
栃木ダルク一同感謝しています。 

   編集 秋葉 
 

 

私の過去 

                             フジ 
 こんにちは、依存症のフジです。 
 私は、今回で 2 回目のニュースレターを書く事になりました。1 回目は施設に来て、6
ヶ月が経った頃だと思います。書く事など、中学生以来だったと思います。私は書く事や

話す事が苦手で、1 年 3 ヶ月経っても、書く事もミーティングで話をすることも嫌になっ

てしまいます。仲間は皆話がうまく、いつも話を聞いてしまいます。今、1 年 3 ヶ月たっ

て思い出す事は、仲間と一緒に食べ放題や 100 円寿司などと色々な所に行きました。もち

ろん、ギャザリングやフォーラムなども行きました。 
 今年になってからは、私が心に残っているのは茨城ダルクフォーラムです。薬物依存症

の仲間達が大勢来ていて、私はこんなにもたくさんの人が居るのかと思い驚いてしまいま

した。でも、たくさんの仲間の話を聞いて、人それぞれに色々なことがあったんだと思い

ました。 
  
 私が、頭痛薬を飲むようになったのは、中学を卒業し高校を中退してしまったので、仕

事もしないで家でゴロゴロしていては親が心配するので、働き口を見つける為でした。も

ともと頭痛持ちだった事もあり、市販の薬を買い飲んでいました。18 歳になるまでは市販

の薬を飲んでいたのですが、18 歳になってからは病院に行き眠れないのでと言い、眠剤を

出してもらうことになりました。私は、アルコールはあまり飲めないのですが、仕事上飲

んでいました。飲むと次の日頭が痛くなるので、バファリンやナロンなども飲んでいまし

た。眠剤は飲まない時もあり、手元にたくさん眠剤があることがあり、それを見ていると

1 度に飲むとどうなるのかと思い試した事もありました。1 度に飲むと頭がもうろうとし

眠くなってしまいます。そんなことがいく度か続き、自分の体と頭が自分の思い通りにな

らず、これではいけないと思い飲みたいのをやめようと努力しましたが中々やめられませ

んでした。 
 それでも少しずつ錠剤を減らし、その時はやめることができました。でも病院に行くと

いつでも出してくれるので、2 年くらい経ってから又飲み始めました。 
 覚醒剤を覚えたのは 26 歳の頃で、お店に来ていたお客さんが持ってきたものでした。

始めはどんな物かも分からずやらなかったのですが、何度も誘われ覚醒剤に手を出してし

まいました。やった瞬間体が軽くなりました。それからは来るたびに持ってきてくれたの

で売ってもらいました。6 ヶ月ぐらいはやっていたと思います。 
その後私が他の店に移り、使用をする事をやめました。 
  
 でも、新しい店でも覚醒剤を持ってくる客がいて、又使用

することになりました。それを何度か続けていました。自分

ではやめなければいけないと思っていた所に、早くに亡くな

った主人に向かいに来てもらい茨城の方に行きました。主人

はその時は薬物をやめていたのですが、私が話したら又薬物

に手を染めてしまいました。 
 主人の亡くなった病名は、心筋梗塞だと言われたのですが、

覚醒剤のやりすぎだと思います。まだまだ書きたいことはあ

るのですがページ数も少ないので又今度にします。 
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なぜなんだろう？ 
依存症のヒロオ 

依存症のひろおです。 那珂川コミュニティーファームにきて５ヶ月ほどたちました。ここに来る以前の

私は、フリーターとは名ばかりの無職。 職にあぶれ長い間ニート生活をしていました。 ひきこもりでな

いだけましとはいえ、酒好きで飲兵衛、気楽に遊び暮らしていました。 贅沢とは程遠い生活でしたが、

のんびりとすごしていました。 しかし、不健康な生活を長く続けたためか体をこわしてしまいました。 医

師には肝硬変と診断され、このまま酒を飲みつづければ死ぬと宣告されました。 そのとき想ったことは

意外と速かったな、残りの寿命でどれくらい酒を飲めるだろうということでした。 酒好きがこうじて死ぬま

でに世界中の酒を味見してみたいなどというような飲兵衛でしたから、寿命と引き換えに酒を飲むことに

何の疑問ももたなかったのです。 そして末期の酒はどうしようなどと想っていました。 酒をやめるより酒

を飲めるだけ飲んで死ぬほうがいいと本気で想っていました。 これでは体が治るわけもなく気がつくと

入院生活も長くなり退院と同時に施設行きということに。目眩をおこしたり腹痛をおこしたり風邪でねこん

だり熱中症でねこんだり体調はあいかわらず。 調子のよいときでもねむいだるい。 すこしはここの生活

になれてきたかなとおもったらひきこもりもわるくないかもしれないなどという困った順応をしてしまい、こ

のままではまずいなと頭をかかえることに。 ここにきたころはきがるに外に出られないことがあんなにも

辛かったのに。なぜなんだろう。 自業自得ということは、わかるのですが。 ここにきてからのことをおもい

だしてみるといろいろと考えることが多く、不安がつきないきょうこのごろです。 唯一の救いは酒のことを

わすれていることくらい？ あまりすくわれていないかもしれません。 NET したいなーなんて現実逃避し

てみたり（インターネット好きなんだよねー。 今は切り離されているけれどー。）。 疲れたな、面倒くさい

な、と不貞寝をしてみたり。 馬鹿馬鹿しくなってきたな辞めちゃおうかなとか、もうどうでもいいやとなげ

やりになったり。 我ながら困った人間であると再認識しました。 まあ愚痴はこれくらいにしておきましょう。

すこし前向き（？）に考えてみましょう。 私が、ここにくることになったのは断酒をするためです。なぜかと

いえば、肝硬変になったにもかかわらず、酒をやめることをせず嘘をついて飲みつずけ 「私の命なん

だからすきにさせてくれ。」 とか  「私は、アル中（アルコール依存症よりもアル中のほうがしっくりくる）

ではあるが酒乱ではない(酔ってあばれたりしないし酒癖はわるくない。 ほろ酔い気分でまったりするだ

け。)。 さして人に迷惑をかけているわけではない。 ほっといてくれ。」 とか身勝手なことを言い、身内

を怒らせた（人生なめているのかふざけるなと怒られた）。 そして 「今度、酒を呑んだら鉄格子つきの

施設に放り込んでやる。」 と言われてしまいました。まあ、いまどきそのての施設にはそう簡単に入れる

わけもなくここにくることになったわけです情けないかぎりです。でも、そんな私をここの人々は温かく仲

間として受け入れてくれました。身体はふらつき、悩み、不安をかか

えた私は、その好意にあまえさせていただきました。本当にありがた

かった。 ここでもう一度やりなおそうと思った。つまらないことに悩み、

いろいろ失敗し、不安をかかえながらも頑張ろうと。そして今に至る

わけです。 

こんな私ですが仲間たちにささえられなんとかやっています。事

情は人それぞれではありましょうがみなさんもがんばってください。 
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男性３施設合同海水浴にて！ 

修了生も多数参加してとても楽しい海水浴になりました。 

施設報告 
那須 TC（初期・断薬）14 名 宇都宮 OP（後期・社会復帰）14 名  
那珂川 CF（中後期・農作業）17 名 ピースフルプレイス（女性）12 名 
計 57 名で活動しております。各々の施設でステージ事のプログラムを 
実施しております。 
 


